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▼本文 

１）２月２日、今年度新たに地域特産物マイスターに認定・登録された東かがわ市の木村京子さ

んとまんのう町の岩倉節夫さんが、公益財団法人日本特産農産物協会が主催する「令和３年度地

域特産物マイスター情報交換会」に参加しました。この情報交換会は、例年、東京に集まって開

催されていましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で昨年度に引き続きオンライン方式で

の開催となり、今回は、今年度認定・登録されたマイスター10 名をはじめ、既認定地域特産物

マイスターや関係機関など計 63 名が参加しました。 

 

２）当日は、今年度新たに認定・登録された地域特産物マイスターから取組み等の発表があり、

その後、意見交換が行われました。意見交換では、「マイスター同士が各々の地域特産物を使っ

て、さらに付加価値を高められないか。」といった提案もありました。 

 

３）ＪＡ香川県五名女性部長を務める木村さんは、昭和 60 年頃から、ＪＡ香川県東讃地域女性

部（５支部、五名女性部含む）に参画し、家庭の味と加工技術の伝承を守るため、「金山寺味噌」

の味と伝承に取り組んでいます。「金山寺味噌」は、発酵させた小麦、大豆の中にウリなどを漬

け込んだ伝統的ななめみその一種です。 

木村さんは、この他、獣害対策の副産物であるイノシシやシカ肉の利用拡大のための商品開発

にも参画し、自宅横にイノシシ等の解体を行う食肉処理場と直売所を設け、鳥獣被害対策と地域

の特産品づくりに貢献されています。また、食農教育や地産地消、農業研修生の受入れ等、担い

手の育成・確保や移住希望者への支援に取り組むなど、地域に根差した活動を積極的に実施して

いることを紹介しました。 

 

４）まんのう町役場から参加した岩倉さんは、町の代表的な特産品にまで成長した「まんのうひ

まわりオイル」の栽培から製品化までの取組状況や、地域で自生していたドクダミやヨモギなど

の薬用植物等の販路を開拓し、作物としての産地化に尽力された話を熱く語られ、他の地域で薬

用作物を栽培されている参加者からも、その取組みについて質問を受けていました。 

 

５）県内の地域特産物マイスターは、５年ぶりの認定となり、木村さんと岩倉さんを含めて４名

となりました。 

地域特産物は、地域経済や農業振興だけでなく、伝統的な食文化等の維持・継承にも重要な役

割を果たしていることから、普及センターでは、技術の伝承や産地の維持・発展を支援すること

により、農村の活性化に取り組んでいきます。 


